
 
 
 
 
 
 
 

 

         

 

 

 

 

 

                              
 このたび日本機械学会北陸信越支部第 56 期の支部長に
就任しました金沢大学の岩田です。微力ではありますが、
支部の発展に貢献する所存です。どうぞよろしくお願い申
し上げます。 
 私が支部の運営に携わっていたのはほぼ 10 年前の事で
す。平成 13 年と 14 年（第 39 期と 40 期）には会計幹事と
して、平成 18 年と 19 年（第 44 期と 55 期）には庶務幹事 
として支部の運営に係わっていました。その当時は社団法
人日本機械学会でしたが、今は一般社団法人に替わってい
ます。支部での積立金も豊富にあり、支部の年間の決済額
の３割以上を次年度以降に繰り越すために将来の事業計画
を立て、その名目の下で繰り越すという手続きが必要でし
た。実際に実行する事業計画を考えなければいけないので、
この案を作成するのに苦労していたことが思い出されます。
それに比べて今は支部の会計が逼迫しており、従来の事業
を継続するのに苦労しているようです。この一番の要因は
本会からの運営費交付金の削減です。日本機械学会の会員
数は一時は 5 万人近くであったのが、今は 3 万 5 千人を割
るまでに減少しており、会員数の減少に歯止めが掛からな
い状況です。そのため会費収入がどんどんと減り、結果と
して運営費交付金が減らされている次第です。会員の減少
に対する妙案はありませんが、何か良い案がありましたら
お知らせください。できるものならばすぐにでも実行に移

したいと思っております。 
 前支部長の中村先生が実行委員長を務められた 2016 年 3
月の信州大学での北陸信越支部第 53 期総会・講演会から参
加登録費を値上げし、また企業展示を多数勧誘して講演会
の収益を上げ、これらは支部の財政に大きく貢献していま
す。さらにこのときから学生会の卒業研究発表講演会がポ
スター発表に代わり、これも大変評判がよく、盛況に終わ
っています。この１年後の金沢大学での第 54 期総会・講演
会では私が実行委員長に就任し、中村先生の改革をそのま
ま踏襲して講演会収入を増やすことができました。今後も
この方針で支部総会・講演会や学生員卒業研究発表講演会
の運営が行われ、支部の財政を支えるようになると確信し
ます。 
 昨年度には支部行事の一環として「科学英語の書き方と
プレゼンテーション－初級編－」が富山県で開催され、年
度毎に各県で順に開催するという講習会を前支部長の中村
先生が始められました。今年は上級編を昨年の続きとして
富山県で開催し、初級編を新潟県の長岡技術科学大学で開
催する運びになっています。この講習会についても引き続
き実施します。また支部のシニア会の活動、及び、支部内の
機械工学に携わる女性研究者・技術者の連携、などを支援
したいと思っております。 
 近年の科学技術の発展は目覚ましいものがあり、社会に
変革をもたらしていますが、その変化が激しく、新しい技
術がすぐに古くなるなど、普通の人はその変化について行
けないような状況です。このようなときにこそ社会や技術
の動向を察知し、それに対応することが必要です。信頼で
きる情報を得る一つの手段として学会を利用することが学
会員の皆様、特に企業の皆様にとっては重要であろうと思
います。このような考えの下に学会員の皆様に貢献したい
と考えています。支部会員の皆様のご理解をいただき、支
部活動へのご支援をよろしくお願いします。以上をもちま
して私の就任の挨拶といたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017 年 8 月 10 日に本会・大島会長の要請で北陸信越支
部内の女性技術者・研究者との懇談会を長野市にて開催い
たしました。支部事務局から参加を呼びかけていただき 8
名の女性技術者・研究者に集まっていただきました。職場
における女性技術者の活躍の様子や課題について充実した
内容の懇談ができました。参加者を募る際に、支部の会員
総数が約 1800 名（学生員含む）に対して、女性の正員の登
録者数は 14 名と 1％未満であることがわかりました。その
後、懇談会をきっかけに、参加者のひとりである富山県立
大学の清家先生を中心に LAJ の支部活動の組織として“女
性エンジニア交流会＠北陸信越地区”の活動が立ち上がり
ました。活動内容や予算はこれから整備していくところで
すが、支部事業活性化のひとつとして期待されます。 
 10 月 20 日に講習会「技術英語の書き方とプレゼンテー
ション」を富山県幹事のご協力のもと富山大学五福キャン
パスにて開催いたしました。今後も支部において、初級編
と上級編の開催が計画されています。講習会（技術セミナ
ー）の開催は、若手技術者や異分野から技術に携わる方の
ため、学び直しを目的とした需要があると考えました。ま

た、学会に所属していることの役立ち感を高め、会員減少
の一因である学生員が就職後に退会してしまうことを防ぐ
期待もあります。さらには、収益事業として発展できれば
支部財政健全化につながります。  
 長野県のシニア会活動に（まだ見学者として）参加させ
ていただきましたが、多彩な行事が実施されており、支部
のシニア会は全国的に見ても活発な活動を行っています。
とくにシニア会運営委員長の原先生には、官と金融機関、
企業との共同やアドバイス事業について、契約のもとで収
益を確保できる仕組みの確立を目指して、学会本部と規約
や規定等の調整を進めていただいています。 
 2017 年度は全国の支部長の半数が企業の方でした。北陸
信越支部においては、支部長は大学もしくは学校、副支部
長は企業の方というルールで運営されておりましたが、大
学人と企業人を区別しないよう内規を変更させていただき
ました。企業の方に就任いただいた際には、経営的感覚を
より多く取り入れていただき、活性化に向けて運営してい
ただければと思います。このことは大学や学校、研究機関、
企業との共同のためにも重要ととらえています。 
 まだ会員数が少ない女性をはじめ多くの方に支部活動に
関わっていただくことが活性化と発展につながると考えて
います。1 年間数多くの支部活動を支えていただきました
支部会員の皆さま、北村副支部長，坂本庶務幹事、小松崎会
計幹事をはじめ各県幹事、支部役員の方々、事務局・中山さ
ん、関係各位のご尽力に感謝を申し上げて、支部長退任の
挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございまし
た。  
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写真-１ 材料表面技術講演会風景 

 
 
 
 
 

 

1． 特別講演会 

「材料表面技術講演会」  

開 催 日：2017 年 10 月 13 日（金）13：30～15：50 

開催場所：信州大学長野（工学）キャンパス 信州科学技術

総合振興センター（SASTec）研修室 303 

講 師：榊 和彦 先生（信州大学）、佐藤 運海 先生

（信州大学） 

参 加 者：53名 

講演１：「コーティング技術 溶射法の最近の動向」講演内

容：溶射技術が日本に導入されて 100 年が経とうとしてい

る。初期の溶射は、美術工芸品、建築装飾品などに用いられ

ていたが、昨今では、製鉄や製紙、発電などの産業や、半導

体製造装置さらには自動車や航空機の部材として必要不可

欠な厚膜創生法として広く普及している。この講演では、

溶射技術について、これまでの技術動向と最近の動向につ

いて概説した。 

講演２：「電解酸化水を用いた金属材料の表面改質処理」 

講演内容：電解酸化水は希薄電解質溶液を電解分解して得

られた酸性の溶液である。同様の pH 値を有する薬液と比べ、

電解酸化水は、純鉄、純銅、純ニッケルおよびその合金に対

するエッチング作用が強い。この講演では、電解酸化水の

基本特性について説明すると同時に、電気・電子材料およ

び磁気材料として多く使用されている銅合金、ニッケル合

金の表面酸化被膜除去、粗化処理などにおける電解酸化水

の優れた性能を紹介した。 

今回の特別講演会には、企業の方や理化学研究所、信州大

学カーボン科学研究所、長野県工科短期大学校、信州大学

工学部から多くの方が参加された。各講演後の質疑応答も

活発であって、大変有意義な講演会であった。 

また、今回は信州大学長野（工学）キャンパスに所属の大学

院生と学部生が多数参加されていたため、講演会の冒頭に

県幹事より支部活動の紹介および支部総会・講演会の開催

案内を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 特別講演会 

「射出成形新技術講演会」  

開催日：2017 年 12 月 22 日（金）13：30～15：00 

開催場所：信州大学長野（工学）キャンパス 信州科学技術

総合振興センター（SASTec）研修室 303 

講師：常田 聡 様（日精樹脂工業株式会社） 

参加者：32名 

講演内容：今やプラスチックは人間の生活に無くてはなら

ないものとなった。例えば、自動車の内装品はほとんどが

プラスチックでできており、ランプやエンジンの補機類も

プラスチックが多用されている。日々の生活に必要な家電

製品や食品用の容器、医療品、化粧品、オフィスで使うパソ

コンやプリンター、スマートフォンなど、プラスチック製

品は枚挙にいとまが無い。また、1980 年頃の自動車のプラ

スチック使用率は 9％程度だったが、2020 年頃には 18％と

2 倍になると推測されており、ますます射出成形の技術開

発が進むと予想される。本講演では、こうした射出成形の

最新の動向と射出成形機の技術開発について紹介した。 

今回の特別講演会には、長野県内企業の方、富山大学、長野

県工科短期大学校、信州大学教育学部・繊維学部・工学部か

ら多くの方が参加された。講演後の質疑応答も活発であり、

大変有意義な講演会であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 特別講演会 

「ボイラ水処理技術講演会」  

開催日：2018 年 1月 19 日（金）13：30～14：30 

開催場所：長野市ものづくり支援センター（UFO Nagano）

産学行交流室 

講師：吉田 正樹 様（内外化学製品株式会社） 

参加者：23名 

講演内容： 東日本大震災以降、火力発電の重要性が増して

いる。火力発電では、ボイラで蒸気を発生させ蒸気タービ

ンにより発電している。またボイラは、火力発電以外にも

工場、病院、ビルなどの熱源として幅広く利用されている。

ボイラは、天然ガスなどの燃焼熱により水から蒸気を発生

させる設備であり、高温高圧の水や蒸気がボイラ系統内を

循環している。その水処理が不適切である場合には、熱効

率低下による経済損失だけでなく、ボイラ系統の噴破によ

り人命を脅かす事故となりうる。そのため、ボイラに供給

する水を適切に処理することが重要である。本講演では、

ボイラおよびその水処理の基礎を概説するとともに、これ

までのボイラ水処理の動向と最新技術について紹介した。 

今回の特別講演会には、長野県内企業の方および信州大学

教育学部・工学部から多くの方が参加され、特に信州大学

長野（工学）キャンパスに所属の大学院生と学部生が多数

参加された。また、参加者の多くは熱心にメモを取られて

おり、講演後の質疑応答も活発であった。今回は講演内容

および質疑応答により講演時間が予定より長くなり、大変

有意義な講演会であった。  

各県からのニュース 

      長野県の活動報告 

写真-２ 射出成形新技術講演会風景 



写真-３ ボイラ水処理技術講演会風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 特別講演会 

「構造材料の疲労強度と機器信頼性の向上について」  

開 催 日：2017 年 7月 26 日（水）17：15～18：45 

開催場所：まちなかキャンパス長岡 5F 交流ルーム 

講 師：櫻井 茂雄 様（株式会社日立製作所） 

参 加 者：23名 

講演内容：構造材料の疲労強度に及ぼす主要な支配因子、

発電用機器を例としたその問題点と機器信頼性向上のため

の取組みについて紹介された。機器の疲労強度信頼性は、

作用荷重の状態と環境により大きく影響を受けるため、そ

の要因把握が重要となる。このためには微視的なき裂発生

の観察と巨視的な荷重や環境との関連付けに基づくメカニ

ズムの解明が不可欠である。講演では、まず、蒸気タービン

の作動環境、き裂発生形態、使用材料の特徴などについて

説明があった。また、例として、長翼の振動モード解析、ダ

ブテール部のき裂発生形態、疲労き裂の発生メカニズムに

ついての検討事例が紹介された。次に、とくに高温域での

構造材料の微視き裂の発生・成長挙動について、酸化の影

響、多軸応力の影響、クリープの影響などに関する解説が

あった。以上をまとめて、機器の疲労強度信頼性 

向上のためには、作用荷重と実働環境を考慮し、材料の微

視的なき裂発生メカニズムを解明することが重要であるこ

とが示された。講演後には、参加した研究者および企業技

術者の方々から、疲労き裂発生メカニズム、疲労設計法、疲

労損傷の形態とその定義および評価法などについて質疑応

答があり、活発な議論が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 特別講演会 

「人工衛星の熱設計と熱制御材料（熱制御デバイス）につ

いて」  

開 催 日：2017 年 11 月 13 日（月）14：40～16：10 

開催場所：新潟大学工学部 101 講義室 

講 師：太刀川 純孝 様（JAXA 宇宙科学研究所） 

参 加 者：216 名 

講演内容：現在、様々な目的の人工衛星（探査機）が、数多

く宇宙空間を飛翔していますが、軌道によって熱環境が大

きく異なるため、熱設計はそれぞれ異なる。本講演では、人

工衛星（探査機）の熱設計、および使用されている熱制御材

料について、いくつかの人工衛星（探査機）を例にしながら

解説された。また、熱設計の際に重要となる熱光学特性に

ついて、その測定方法や劣化について説明された。さらに、

今後のミッションの遂行に必要な新しい熱制御材料も紹介

された。平日の講演会ではありましたが、200 名以上の多数

の参加を頂いた上、参加者の多くは熱心にメモを取られて

おり、質疑応答も活発に行われた。また講演の最後には、講

師の太刀川先生から特に学生達にとって将来を考える上で

貴重なアドバイスも頂く事ができ、非常に有意義な講演と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 特別講演会 

「ロボット開発とロボットビジネス～越沖地震から 10

年   ロボットは何処へ向かうのか？～」 

1 月 15 日（月）13：00～14：30 

開催場所：新潟工科大学 S1 大講義室 

講師：阿部 清 様（株式会社 テムザック） 

参加者：68名 

講演内容： 2017 年 7 月 21 日に新潟県柏崎沖を震源とした

中越沖地震では災害対応ロボット「Ｔ53 援竜」による復興

支援活動が行われた。当時はサービスロボットと言う言葉

も知られていないような時期であったが、 テムザックはサ

ービスロボットの分野で人の役に立つという理念を持ち、

活動に参加した。それから１０年が経過し、現在、医療ロボ

ットや移動体を主力の製品とし、欧米をはじめ、中東でビ

ジネス展開している。近年、IoT、AI という言葉が一般にま

で浸透し、その活用が注目されている。ロボットが道具と

して活躍するためにはこれらとの融合が必須であり、日本

の得意分野を活かしたロボット開発を考えていきたいとの

事であった。講演を頂いた阿部清氏は技術系ではない。し

かしながら、これまでに関わった日米での銀行の立ち上げ、

企業再建の経験という「経済・経営」という視点からのロボ

ットの話は非常に興味深い内容であった。主な受講者は新

潟工科大学の学生（3、4年生）であったが、阿部氏が新潟

写真-２ 人工衛星の熱設計と熱制御材料（熱制御デバイス）

について講演風景 

写真-１ 構造材料の疲労強度と機器信頼性の向上について
講演風景 

      新潟県の活動報告 



県出身であることからロボット企業、工場を新潟に．．とい

う話などもあり、彼らの夢を刺激したようで、多数の質疑

応答もあり、有意義な講演であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 特別講演会 

「実践！３Dプリンタ入門 in富山大」  

開 催 日：2017 年 10 月 17 日（水）13：30～16：30 

開催場所：富山大学五福キャンパス 

総合研究教育棟 27 講義室および機械工場 

講 師：高村 浩之 様（富山大学）、田村 隆文 様（富

山大学） 

参 加 者：27名 

講演内容：３Ｄプリンタは３次元ＣＡＤソフト等のデジタ

ルデータとの親和性が高く、自由度の高い設計を可能とす

ることから、最近では工業分野だけでなく、医療などの新

たな分野への応用が期待されている。そこで今、注目を集

める３Ｄプリンタ製造技術について、その“いろは”から実

際の“製作”までを体験できる特別講演会を開催した。共催

は精密工学会北陸信越支部である。また司会およびコーデ

ィネートは富山県幹事の富山大学・笹木亮が行った。富山

大学技術専門職員の高村浩之氏より「富山大学における３

Ｄプリンタ活用事例」と題して、富山大学工学部附属創造

工学センター機械工場に導入された光造形方式の３Ｄプリ

ンタ（３ＤＳＹＳＴＥＭＳ ＰＲＯＪＥＴ３５１０ ＨＤ 

ＰＬＵＳ）について、その導入経緯や製作実績について講

演を頂いた。また同技術専門職員の田村隆文氏より「３Ｄ

プリンタによる製作講習」と題して、３Ｄプリンタを用い

て３次元ＣＡＤデータを元に立体製品を造形する工程につ

いてのノウハウに関する講演を頂いた。両氏の発表後、機

械工場施設を見学し、実際の３Ｄプリンタを用いたサンプ

ルの製作工程について、説明がなされた。参加者より、事前

に３次元ＣＡＤソフトによる３Ｄモデル（ＳＴＬファイル

形式）を準備頂き、講習会当日に立体化された製作物を製

作して配布した。定員を超える参加者申込があり、また県

外からの企業技術者や学生など幅広い層からの参加があり、

概ね盛況であった。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 講習会 

「科学英語の書き方とプレゼンテーション」  

開催日：2017 年 10 月 20 日（金）10：00～17：00 

開催場所：富山大学五福キャンパス 総合研究教育棟 G16 

36 講義室 

参加者：29名 

講演内容：企業や大学の若手技術者・研究者を対象に、英語

によるプレゼンテーションやビジネスメールに関する英語

講習会を開催した。海外でのプレゼンや国際学会発表に機

会に際し、技術者向けの科学英語の表現能力向上のため、

本講習会を活用することを目的とした。本企画は東海支部

で開催されている人気の講習会であり、これを北陸信越地

域でも初めて実施するものである。３名の講師により以下

の３つの講演が行われた。 

「科学講演における効果的な英文表現(講演英語／質疑日

本語可)」 

講師：エドワード・T・ヘイグ 先生（名古屋大学） 

英語で効果的な科学技術の講演を行う時の実際の表現がス

トーリ的に紹介された。 

「E-mail による効果的なコミュニケーション(講演質疑と

も英語)」 

講師：スティーブン・E・クアシャ 先生（椙山女学園大学） 

Email 作成において最低限知っておくべきことが紹介され

た。  

「講演スライドの作り方 (講演質疑とも日本語)」 

講師：石田 幸男 先生（名古屋大学） 

学会で講演発表をするとき、効果的なスライドを作るため

の基本的なルールについて解説がなされた。 

大学関係者や学生、企業技術者など幅広い層からの参加が

あり、盛況であった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      富山県の活動報告 

写真-１ 実践！３Dプリンタ入門 in富山大講演風景 

写真-２ 科学英語の書き方とプレゼンテーション 講演風景 

写真-３ ロボット開発とロボットビジネス 
～越沖地震か10年  ロボットは何処へ向かうのか？～講演風景 



資料-２ 「生体情報のモニタリングと見える化、
そして PPK 」講演スライド 

 
 
 
 

1. 特別講演会 

ＭＥＸ金沢 2017 開催記念セミナー 

「省エネルギーへの取組み」～購入電力半減活動～

開 催 日：2017 年 5月 18 日（木）13：30～15：00 

開催場所：石川県産業展示館 4号館 

講 師：林 譲二 様（コマツ 生産本部 粟津工場） 

参 加 者：91名 

講演内容：コマツ粟津工場では小型建設機械を生産してい

るが、2015 年度に 50 年に一度と言われる大型投資により

組立工場を刷新した。社内プジェクトチームを立ち上げ、

若手を中心としたメンバー構成により様々なアイデアが出

され、その中で取組まれてきた生産効率改善と省エネ活動

についての紹介があった。具体的な事例として、工作機械

の適応制御による加工効率向上、地下水を利用した空調、

熱電素子による浸炭炉の排熱発電、交差型天井クレーン（回

生機能付き）による組立性改善等が紹介された。更に、石川

県との連携事業として間伐材チップを利用したバイオマス

発電に関しても省エネのみならず、地域連携の事例として

の紹介があった。また、コマツ独自に推進している工場の

つながる化として、IoT を活用した設備稼働状況の見える

化についても取組内容の紹介があった。MEX 金沢の初日

（平日）での講演会であったが、91 名と多数の参加を頂い

た上、参加者の多くは熱心にメモを取られており、講演内

容が参加者のニーズにマッチした有意義な内容であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. ミニ講演会 

「生体情報のモニタリングと見える化、そして PPK」 

開 催 日：2017 年 7月 1日（土）16：00～17：00 

開催場所：金沢市文化ホール 第 6会議室 

講 師：田中 志信 先生（金沢大学） 

参 加 者：18名 

講演内容：いわゆる「PPK（ピンピン・コロリ）は多くのシ

ニアの皆さんが願ってやまないこの世の去り方ですが、はた

して現代科学の粋を集めた生体情報の長期モニタリングと

そのデータの可視化は PPK へと導いてくれるのでしょう

か？こんな問いに現時点で答えが出るべくもありませんが、

今回の講演会では講師自らが被験者となって採り貯めてき

たいろいろな生体情報のモニタ結果を参加者の皆さんにご

覧いただくと共に、日頃の運動や投薬治療の効果などを「一

被験者の具体例」としてお話をいただきました。講演後のデ

ィスカッションは，我々戦後生まれのシニア世代が PPK と

逝くためには、どんな食生活や生活習慣を送るべきなのか、

学術的・医学的根拠とは全く無関係に楽しくディスカッショ

ンすることを念頭に行い、参加者からは、自分の体験を通し

て活発な質問があり、意義ある講演会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 特別講演会 

「利用拡大に向けた樹脂特性と成形プロセス適合化技術と

ICC の取り組み」 

開 催 日：2017 年 11 月 15 日（水）15：00～16：30 

開催場所：金沢工業大学 扇が丘キャンパス 23 号館 330 室 

講 師：鵜澤 潔 先生（金沢工業大学 ） 

参 加 者：63名 

講演内容：金沢工業大学革新複合材料研究開発センター

(ICC)は、複合材料の利用拡大を目指して適用技術の研究や

製品開発の支援を進めている。近年は，更なる低コスト＆

ハイレイト成形の実現にむけて、製造プロセスの自動化／

装置化に加えて、樹脂の硬化重合反応特性と成形プロセス

の適合化が進められている状況にあり、ICC が現在取り組

んでいる革新的高速・連続成形技術研究について具体的な

事例の紹介があり、さらに今後の展望について説明があっ

た。６３名と多数の参加をいただいた上、参加者は皆熱心

に講演内容に聞き入っており、講演内容が参加者のニーズ

にマッチした有意義な講演会となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 特別講演会 

「テクノロジーの完成未来の感性～ものづくり系女子の 

総務省「異能 vation」本採択プロジェクトから～」 

開 催 日：2018 年 1月 30 日（火）13：00～14：30 

開催場所：金沢大学角間キャンパス 南地区自然科学本館

レクチャーホール 

講 師：神田 沙織 様（株式会社 wip ） 

参 加 者：120 名 

      石川県の活動報告 

写真-１ ＭＥＸ金沢 2017 開催記念セミナー風景 

写真-３ 利用拡大に向けた樹脂特性と成形プロセス適
合化技術と ICC の取り組み 講演風景 



講演内容：「ものづくり系女子」として著名な神田沙織氏を

お招きし、「テクノロジーの完成未来の感性～ものづくり系

女子の総務省「異能 vation」本採択プロジェクトから～」

と題して、3D プリンタの研究で総務省「異能 vation」プロ

ジェクトに本採択された「FAB OF/FOR/BY THE GIRLS―3D プ

リントに特化した表面加工技術のレシピ化―」を中心に紹

介しながら、テクノロジーの完成形とそれを進化させる未

来の感性について紹介いただいた。また、都心で異業種間

の交流を促進するシェアオフィスでの活動を通じ、日常の

交流から生まれるイノベーションについての話題、ものづ

くりに関心のある女性らを率いての制作活動、感性をいか

に実際の加工に反映するかなどの話題もお話しいただいた。 

会場には多くの学生、機械工学以外を専門とする研究者、

企業人などの様々な参加者がおり、講演終了後に工作物の

実物を挟んで講師との交流を行った。中には「自分も作っ

てみたいものがある」などの相談を持ち掛ける女子学生も

みられた。 

講演会終了後には、金沢大学内の関連研究室を対象に参加

者と共に見学会を行い、研究成果を見学するとともに研究

に関連するアイディアのディスカッションなどを行い、新

たな着想を得ることができた。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 特別講演会 

「高度化した自動車部品を支える生産技術の進化」－究極

のものづくりを目指して－ 

開 催 日：2017 年 10 月 13 日（金）13：30～15：30 

開催場所：福井大学文京キャンパス 工学系 2 号館 223L 講

義室 

講 師：大林 巧治 様（アイシン・エィ・ダブリュ(株)） 

参 加 者：133 名 

講演内容：オートマチックトランスミッションの構造から

始まり、自動車部品における熱処理の必要性、さらに熱処

理の原理がわかりやすく解説された。その後、ものづくり

日本大賞経済産業大臣賞を受賞した「炎も油もない熱処理

（マイルド浸炭）技術」などいくつかの生産革新事例が紹

介された。自動車部品メーカーでの研究開発の実務に基づ

く講演で、実例を伴う具体が多数あり、大変興味深い講演

内容であった。また、企業での仕事の進め方、研究開発で苦

労した点も紹介され、企業参加者にとっても聴講した学生

にとっても非常に意義のある講演だったと言える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 特別講演会 

「ロボット導入に関する技術講演会」 

開 催 日：2017 年 12 月 20 日（水）13：15～16：50 

開催場所：福井県工業技術センター ２階 講堂 

講 師：関 啓明 先生（金沢大学） 

参 加 者：72名 

講演内容：福井県工業技術センターでは、県内企業のロボ

ット導入の促進などを目的として、2017 年度にロボット研

究開発拠点（仮称）を整備完了予定である。今回、ロボット

化・自動化の知識や技術習得を目的として、技術講演会を

開催した。県内企業のロボット利活用推進として、実際に

工程をロボット化する上でのポイントについて、金沢大学

の関教授にご講演をいただいた。共同研究等で取り組まれ

てきたロボット化自動化における成功・失敗例の紹介があ

った。具体的な事例として、配電作業支援ロボットアーム

の開発、金箔と和紙の積層体の自動裁断機の開発、クレー

ンブームの衝突モニタリング装置の開発、ロボットによる

衣服の操りが紹介された。 
ポイントとして、できるだけ自由度を減らすこと、従来の

技術を生かすこと、過度の自動化や全てをロボットで実現

しようとしないこと、人の動作をまねることにこだわらな

いこと、作業環境の改変とロボットの知能化の最適な配分

が重要であることなどをご講演いただいた。 
平日での講演会であったが、72 名と多数の参加を頂いた上、

参加者の多くは熱心にメモを取られており、講演内容が参

加者のニーズにマッチした有意義な内容であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      福井県の活動報告 

写真-１ 「高度化した自動車部品を支える生産技術の進化」
－究極のものづくりを目指して－講演風景 

写真-２ ロボット導入に関する技術講演会 講演風景 

写真-４ テクノロジーの完成未来の感性～ものづくり系女子の 
総務省「異能 vation」本採択プロジェクトから～講演風景 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1. はじめに 

福井工業大学福井キャンパスにおいて、3 月 2 日(金)に

学生会第 47 回学生員卒業研究発表講演会が、翌 3 月 3 日

(土)に第 55 期総会・講演会が開かれました。両日にまたが

る企画として昨年度と同様に企業展示が開催されましたの

で、その概要を報告します。 

 

2. 参加企業 

企業展示は、企業の先端技術やものづくりの醍醐味、主

力製品などを紹介していただく場として、昨年度に引き続

き開設され、表-1 に示す 11 社の参加が得られました。昨年

度に比べ企業数は減少しましたが、自動車関連機器、工作

機器を中心に食品関連機器、樹脂容器、表面処理と幅広い

製品分野の展示が行なわれました。出展された各社事業所

の所在地は、福井 4 社、石川 3 社、富山 2 社、長野・東京

各 1社であり、地理的にも幅広い参加が得られました。 

 

3. 展示 1日目 

 初日は午前中が搬入・設営で、展示は午後からでした。1

社あたり間口約 2m、奥行約 1m と限られた展示スペースで

したが、各社準備された説明パネル、サンプル、展示品、パ

ンフレット等を手際よく効率的に配置され、展示ブースは

あっという間に完成しました。 

初日のメインイベントである学生員卒業研究発表講演会

のポスターセッションが奥のスペースで開催されており、

企業展示はその通り道にあたりました。そのため各展示は

多くの人の目に止まったようです。ポスターセッションに

向かう際に興味を引いた展示ブースに帰りに立ち寄って説

明を聞く人が多くみられました。ポスターセッションは午

後に 4 回の入れ替えがあり、その出席者の動きに合わせて

企業展示もにぎわいました。(写真-1) 

 

4. プレゼンテーション企画 

 卒研発表講演会では昨年と同様に、『企業が求めるエンジ

ニアとは』と題した企業プレゼンテーションが行なわれま

した。学生たちが知ることの無い開発現場のエンジニア像、

生産技術の現場で垣間見られるエンジニア気質、顧客の無

理難題を解決していくエンジニア魂などを企業展示参加企

業の有志から紹介していただくもので、今年は 5 人のエン

ジニアに登壇していただきました。(表-1) 

 午後 4 時からのプレゼンテーションには、ポスター発表

を終えた学生員を中心に 41 名が集まりました。若手からベ

テランまで 5 人のエンジニアから、それぞれの職場での経

験に基づいて、「三現主義」、「ノウハウ」、「四力学」などの

キーワードとともに約一時間、熱いメッセージが語られま

した。 

 

5. 展示 2日目 

 2 日目の総会・講演会では、初日のポスターセッション会

場が休憩スペースに模様替えされたためか、初日に比べ展

示会場を訪れた人の数は少なかったようです。それでも、

学術講演会セッションの空き時間に訪れ、比較的長時間に

わたり展示の説明を受け質問される方が多く見受けられま

した。また、先生が学生グループを引率し見学される光景

なども見られました(写真-2)。 

 

6. おわりに 

 今年も企業展示を開催することができ、積極的に出展し

ていただきました 11 社にこの場をお借りして御礼申し上

げます。総会・講演会と卒研発表講演会というふたつの行

事にまたがる企画のため、初日と二日目で人の動きが大き

く変わったり、レイアウトや書類の変更・追加があったり

と、わかりにくい点もあったと反省しています。 

それでも出席者、特に学生員にとっては、企業の先端技

術に触れ、トップエンジニアの方のお話を伺える貴重な機

会になりました。支部恒例の企画として、今後も継続され、

出展企業、参加会員が増えていくことを期待します。 

 
表-1 参加企業 11 社 <申込順> 

(＊はプレゼンテーション企画参加企業) 

ＴＰＲ 株式会社 ＊ 

中村留精密工業 株式会社 ＊ 

株式会社 石野製作所 

株式会社 松浦機械製作所 

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

株式会社 荏原製作所 ＊ 

シロウマサイエンス 株式会社 

高松機械工業 株式会社 ＊ 

アイテック 株式会社 

アイシン・エィ・ダブリュ工業 株式会社 

キタムラ機械 株式会社 ＊ 

 
 

写真-1 展示風景(1日目) 
 
 

写真-2 展示風景(2日目) 

企業展示 

総会・講演会、卒研発表講演会における 

企業展示の報告 

西岡 岳 (福井工業大学) 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

北陸信越における機械工学分野の女性研究者・技術者の

活動を支援し、女性同士の交流を図ること、そして北陸信越

支部での女性会員の増強を図ることを目的とし、今回 2018

年 3月 3日第 55期日本機械学会北陸信越支部総会時に女性

懇談会を実施いたしました。その内容について報告いたし

ます。 

 

1．はじめに 

我々の LAJ 委員北陸信越地区での活動が始まるきっかけ

は、2017 年度日本機械学会会長大島先生が北陸信越支部訪

問されたことに始まります。大島先生のご訪問に合わせて

女性研究者・技術者懇談会（2017 年 8 月）が長野にて開催

されました。その際に、北陸信越地区で活躍される女性技術

者の方々から北陸信越でも女性の懇談の場がほしいとの提

案がありました。一地方で勤める我々としても、そういった

場があれば悩みの共有、活躍の場を知ることができ今後も

有効に働くのではと感じました。少数派だからこそ、相談で

きる場が限られている現状を打破する必要性を感じました。

これらの背景から、日本機械学会年次大会 2017（埼玉大学）

のランチミーティングに参加しました。そこで当時 LAJ 委

員長の山西先生（九州大学）と交流することができ、その後

北陸信越での女性の懇談の場の必要性と活動の活発化を目

指して、今回 LAJ 委員として我々清家と武井が拝命する運

びとなりました。 

機械学会の女性会員数は全体の約 3%（総会員数 3 万 4 千

中およそ 1000 名）1）と少なく、今後会員増強を図るうえで、

女性会員数の増強が必須となります。そこで、LAJ 委員の第

一歩として、今回北陸信越における機械工学分野の女性研

究者・技術者の活動を支援し女性同士の交流を図り北陸信

越支部での女性会員の増強を図ることを目的として女性懇

談会を実施いたしました。LAJ 活動を北陸信越地区で行うに

際して、北陸信越で一箇所に集まることが距離的に困難で

あるという問題点がありました。まず女性懇談会を知って

いただき、今後北陸信越で発展するためにも、北陸信越支部

総会や学生会時に女性懇談会の場を設けることが必要であ

ると考えました。そこで当時支部長の中村先生にご協力い

ただき、今回北陸信越支部総会時に女性懇談会実施の提案

をいたしました。 

 

２．広報 

広報活動は、日本機械学会北陸信越支部のご協力で、支部

ホームページ、そして支部メールにて案内が配信されまし

た。また、LAJ 委員会ホームページに掲載されました。 

 

３．参加者対象 

 日本機械学会年次大会でのランチミーティングの際に、 

男性の方が数名参加されており、話を伺うと、今後女性

が増えるにあたって、コミュニケーションの取り方や、

どういったことでストレスを感じているのか、教員あ

るいは技術者としてのサポートについて情報交換した

いとのことでした。そこで、今回の女性懇談会では参加

対象者の男女を問わない形といたしました。 

 

４．今回の懇談会内容 

女性 4 名、男性 2 名の方が参加いただきました（写真-

1）。我々を含むと 8 名と少数でしたが、11 時半から 14 時

までの 2時間半、少数派ならではの悩みとその打開策につ

いて懇談いたしました。以下、我々の所感を示します。 

 参加女性から、海外での女性社会進出が日本よりも進

んでおり，女性の管理職も多いとの話題があった。海

外の情報が入るのは有益であった。 

 女性の仕事に対する感覚は国内でも地域によって異

なる話題から、北陸信越地区らしさを感じた。 

 男性から「参加してみて職場の少数の女性の気持ちが

分かった」との意見があった。 

 職場に女性が少ないがための悩みだけでなく、仕事の

悩みを話せる場でもあった。 

 男性と女性で会話省略箇所が異なるため、報告の際に

気を付けている等、考え方自体を学ぶことができた。 

写真-1 懇談会の風景 

 

５．おわりに 

今回、北陸信越支部との共同で女性懇談会を実施いたし

ました。北陸信越における機械工学分野の女性研究者・技

術者の活動を支援し、女性同士の交流の活発化、北陸信越

支部での女性会員の増強を目指して、今後も北陸信越支部

との共同で女性懇談会を継続的に実施していければと考え

ています。  

 

６．参考文献 

１）日本機械学会学会誌、機械系女子学生座談会 ～メカジ

ョの未来～、Vol. 120、https://www.jsme.or.jp/kaisi/1

180-4/、（2017 年 3月） 
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支部賞選考委員長 北村 彰浩（キタムラ機械株式会社） 

 
北陸信越地域における機械工学および機械工業の振興と支部活動の活性化を図る目的として創設された支部賞について、

第 22 回の技術賞、貢献賞、学生賞、優秀講演賞の各賞が決定されましたので報告いたします。 
 

■ 技術賞  
◎『ハードスカイビング加工に特化したＣＮＣ旋盤ＳＫＶ
-８の開発』石野嘉章、長田亮、二輪聡、敷村達也 
（高松機械工業（株）） 
(受賞理由) 
良質な加工面を生成し、サイクルタイム短縮につながる 
ハードスカイビング加工技術を、省スペース性を考慮し 
つつ、高剛性な専用加工機として実現したことは技術的に
価値が高く、機械工学・機械工業分野への貢献として評価
できる。また、当該技術は加工現場における生産性の向上
に寄与し、今後の波及効果が期待できることから、技術賞
に十分値すると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎『トルクコンバータ用レーザ溶接システムの開発』 
宮本一喜、永平則雄（アイシン・エィ・ダブリュ工業（株）） 
（受賞理由） 
高速動作かつスパッタ付着防止技術等による品質の安定 
したレーザ溶接技術の開発、および接合品質の監視評価 
システムの開発により、熱歪による精度の劣化を低減する
とともに、使用電力の削減を実現し、省エネにも貢献して
いる。本技術開発は自動車の加速性能、燃費向上につなが
かっており、技術面、実績面で共に高く評価できることか
ら、技術賞に十分値すると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 貢献賞（個人）  
◎山崎光悦（金沢大学） 
（受賞理由） 
日本機械学会北陸信越支部において支部長 1 期、庶務幹事
2 期、会計幹事 2 期、県幹事 4 期、商議員 8 期、代表会員 
3 期を務めた。また、支部の講演会、講習会、記念行事など
を始め、2012 年には日本機械学会年次大会の大会委員長を
務め、北陸信越支部の多くの活動に尽力された。さらに、教
育では長年にわたり材料力学・設計工学に関する講義に携
わり、研究においても計算力学及び設計工学の分野で多大

な功績を達成されている。これらの顕著な実績から、貢献
賞（個人）に十分値すると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 学生賞（学生会活動の部） 
◎『福井大学フォーミュラカー製作プロジェクトにおける
ものづくり活動』小原怜大、南部雅貴（福井大学） 
（受賞理由） 
学生フォーミュラカーの設計・製作、レースへの出場を  
通して、ものづくりを深く経験し、製作過程での技術的  
課題を粘り強く克服することによって、全日本学生フォー
ミュラ大会にて収めた成果は高く評価できる。また、公開 
講座やオープンキャンパス等を通じ、地域社会や中高校生
に対して機械技術への関心を高める活動を積極的に行って
きたことは、機械工学の発展に寄与する取り組みと認めら
れることから、学生賞（学生会活動の部）に十分値すると 
判断した。 
 
■学生賞 卒論研究発表の部 
  中川 研介 （金沢工業大学） 
  坪口 凌悟 （金沢工業大学） 
  伊勢田 将嗣 （金沢工業大学） 
  沖田 圭祐 （富山大学） 
  辻 堅也 （富山大学） 
  東力 巧 （富山大学） 
  岡田 歩 （長野工業高等専門学校） 
  袴田 剛 （信州大学工学部） 
  西山 慧 （富山県立大学） 
  北村 春樹 （石川工業高等専門学校） 
 
■ 優秀講演賞（一般の部） 
『粘弾性流体の立方体キャビティ内流れの数値計算』 

藤田克志 （福井工業高等専門学校） 
『ばね支持された弾性送水官の不安定現象に関する実験』 
   山下清隆 （福井工業大学） 
■ 優秀講演賞（学生の部・日本機会学会フェロー賞） 
『気泡駆動型循環式ﾋｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ BACH の熱輸送モデル検討』 
   笈田真吾 （福井工業大学大学院） 
『各種皮膜処理を施した炭素鋼のボイラ水中における  
耐食性評価』 
   新宅 遥 （信州大学） 
『クロスフロー水車の内性能部流れと性能』  
   後藤美怜 （信州大学） 
『Ｌ字型バネ構造を用いた振動発電素子の開発』 
   酒井彩聖 （金沢大学大学院） 
『低レイノルズ数におけるコルゲート翼の流体解析』 
   山口裕也 （金沢工業大学）

第２２回北陸信越支部賞 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

1．はじめに 

部品を製造する現場-特に自動車部品加工の分野におい

ては、継続的なコスト低減が求められている。製造コスト

低減のためには、加工時間の短縮や工程集約、設備自体の

小型化によって敷地面積当たりの生産効率を向上させると

いった手法が挙げられる。このような状況に対し、ワーク

表面を薄く剥ぐように加工することで、良好な面粗度を高

い送り速度で実現可能な「スカイビング加工」が注目され

ている。 

このスカイビング加工は理論として確立された加工方法

であるが、機械に対する要求性能が高く、発表された当時

は実用化に至らなかった。近年、工作機械の性能向上と共

に再び注目を集めているが、スカイビング加工に対応可能

な旋盤の多くはミーリング加工主体の大型機に限られてし

まう。   

そこで弊社は、スカイビング加工に必要な機能をコンパ

クトな機械サイズに集約したスカイビング加工機「SKV-8」

(図 1)を開発した。 

 

２．SKV-8 導入のメリット 

上述の自動車部品は主にシャフト状であり、その多くは

焼入れがされ、かつオイルシール部がある。そのため加工

工程は、ハードターニング(硬質なワークの旋削)後に研磨

を行う場合が多い。これらの部品に対し、スカイビング加

工が可能な SKV-8 を適用することで部品完成までの所要時

間を短縮することが可能となる(図 2)。更に、研磨工程をス

カイビング加工で置換可能なワークであれば、設備自体を

SKV-8 一台に集約することも可能となる。 

 

３．開発のポイント 

スカイビング加工は、刃先 1点で加工する旋削と異なり、

ある程度の幅を持った線で加工を行う。そのため切削抵抗

も増大し、加工に際しては旋削の 4倍もの大きな背分力(加

工時に生じる反力の一つ)が発生すと言われている。 また

スカイビング加工が必要とされる部品は、工程集約の観点

から研磨で行ってきた工程を担うことも想定される。その

ため、高い加工精度を実現することも必要である。更に、ス

カイビング加工によって生じる切粉は高温で、油に付着す

れば容易に発火することから、安全に対する対策も求めら

れる(図 3)。 

これらの機能的要求に対応すべく、SKV-8 は開発に際し

ては以下の点を盛込んだ。 

① スカイビング加工に対応可能な機械剛性と加工能力 

 スカイビングで生じる切削負荷に対応するため、同等サ

イズの機種に対してより高出力、大径のベアリングを持つ

主軸を採用した。 

ベッドは主要部分の肉厚を十分に確保しつつ、数値解析

を駆使することでリブを最適に配置し剛性を高めた。(従来

機に比べて重量 25%増、変形量は 50%に抑制)また、このベ

ッドには切削による熱影響を抑制する目的で、冷却機構が

組み込んである。 

更に、シャフト状のワークを端から端まで加工する両セ

ンタ加工に対応するため、高推力に対応した新開発の芯押

し台ユニットを標準搭載する。 

② 真直性に優れる山-平スライドの採用 

 ワークに対して切込方向となる X 軸、及びスカイビング

加工における送り方向となる Y 軸スライドには、真直性に

優れる山スライドと剛性に優れる角スライドを組合せた山

-平スライド構造を採用した。 

③ 安全性・操作性に関する機能の充実 

 スカイビング加工で生じる高温の切粉は、油に付着する

と容易に着火し、火災を引き起こす危険がある。SKV-8 は自

動消火装置を標準搭載することで火災に備えると共に、切

粉が発生する条件下では水溶性切削油を切粉流しとして常

時吐出する制御回路によって火災発生を予防する。 

 油圧バルブや冷却装置など、調整頻度の高い機器は機械

正面に集中配置し、効率良く日常点検を行うことが可能で

ある。更に、芯押し台正面のカバーを可動式のメンテナン

スドアとすることで、ワーク変更時の調整作業を効率良く

行うことが可能となる。 

 

４．おわりに 

SKV-8 の開発により、コンパクトな機械でスカイビング

加工を行うことが可能となった。本機は MECT2015 に出展し

て以来、様々なお客様から注目を頂いている。スカイビン

グ加工実用化における鏑矢として、今後より加速する新た

なモノづくりにおいて、SKV-8 がより効果的に貢献するこ

とを切に願う。 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 

図 1 スカイビング加工機 「SKV-8」 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

図 2 SKV-8 導入による工程集約の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 スカイビング加工の様子 

ハードスカイビング加工に特化した 

  CNC 旋盤 SKV-8 の開発 

石野 嘉章 (高松機械工業株式会社) 
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1.はじめに 

現在、自動車はオートマチックトランスミッション 

(以下 A/T)装備の車が大半である。A/T はクラッチ操作を不

要にし運転を楽に快適にすることで、誰もが乗れる自動車

を世界に普及させてきている。当社は、その A/T の心臓部

であるトルクコンバ―ターとトランスミッション部品を、

製品の企画、開発・設計から製造までの一貫生産体制で、世

界の主要自動車メーカーに供給している（図 1）。 

 近年地球環境問題により自動車の燃費規制、排ガス規制

の厳格化や製造過程での CO2 削減が求められている中、燃

費および生産性向上に貢献できるレーザ溶接でのトルクコ

ンバータ加工技術開発をおこなった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.製品概要 

 

２．係合面うねり低減による燃費向上 

燃費向上にはトルクコンバータのロックアップ ON の領

域拡大が必要となる。（図 2） 

従来技術のアーク溶接では、トルクコンバーターの外周

溶接時の熱歪によりフロントカバーとピストン係合面のう

ねりが大きく、ロックアップ ONの領域拡大が困難であった。

本技術であるレーザ溶接の特徴として、集光された高エネ

ルギー密度の熱源を利用するためアーク溶接に比べ熱影響

を小さくすることが可能となり、係合面うねり量をアーク

溶接に比べ 42%低減することができた。（図 3）量産での隣

接うねりのばらつきも 23%低減でき品質安定性も向上する

ことに成功した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

図 2.ロックアップ機構について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.係合面うねりの比較 
 
３．生産性向上による省エネ効果 
 生産性を高めるためには溶接の高速化が必要となるが、
アーク溶接では溶け込み不足による強度低下や不整ビード
の発生により 800mm/min が限界であった。本技術では、レ
ーザ溶接加工条件、継手形状の最適化により溶接速度
3,000mm/min での安定したビード形成が実現できた。（図 4） 
更なる効率化として 1 台のレーザ発振器から 2 台の溶接

機へレーザを伝送し、タイムシェアで加工を行うことで、
レーザエネルギーの有効活用を行った。 
溶接高速化及びタイムシェアの採用によりアーク溶接に

比べ、85%の電力量削減を行うことができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      アーク溶接外観     レーザ溶接外観 

 

          図 4.各溶接工法の外観比較 
 
４.おわりに 
 自動車業界を取り巻く環境として、自動車の燃費改善に
加え製造プロセスでの Co2 削減が求められている。複数の
要件を満たすため、今回トルクコンバータの外周溶接にレ
ーザ溶接を採用し、世界で初めて量産化することに成功し
た。本技術によりトルクコンバーターの性能、生産性向上
が実現し環境負荷低減に貢献することができた。 
本技術を進化させることで更に信頼性が高く、環境にや

さしい溶接システムの実現を目指し、日本のモノづくり技
術向上に貢献していきたいと考える。 

トルクコンバータ用レーザ溶接 

システムの開発 

宮本 一喜 (アイシン・エィ・ダブリュ工業

技術賞 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

この度は、（一社）日本機械学会北陸信越支部貢献賞を

いただき、大変有難うございます。過去に会計幹事2期、

庶務幹事2期、そして第51期支部長を務めたことが主な受

賞理由と思われます。併せて県幹事4期、商議員8期、代表

会員3期も務めさせていただきました。 

私と日本機械学会のかかわりは、大学院学生であった昭

和50年当時、始めて支部の北陸地方学術講演会で研究発表

したことに始まります。当時は北陸地区と信越地区の時間

距離は遠く、信越地方講演会と２地域に分かれて開催され

ていました。全国規模の学術講演会も春の総会講演会と地

方を巡回して開催される秋季全国大会講演会しかありませ

んでした。その後、部門制がしかれ、学術講演活動が一気

に活性化しました。平成9年から2年間努めた会計幹事の折

には、支部賞が創設され、その賞状の様式や高岡銅器の記

念盾のデザインを選定、発注したり、選考規程・選考会議

の立ち上げに携わった思い出が蘇ります。第1回技術賞の

業績確認に候補となった会社訪問もしました。

 

また庶務幹事を務めた平成12年の折は、フェロー会員制

度や法人会計制度が始まったころでした。その後、40周年

をへて、平成25年には支部創設50周年の式典を支部長とし

て新潟朱鷺メッセで開催できましたことも、偏に新潟県幹

事、関係者の皆様のお陰でした。東日本大震災からまだ2

年余りしか経てない、福島原発事故により科学技術への信

頼が地に落ちた状況から、どうやって立ち直ればよいか、

どうやって信頼回復に努めればよいかを、真剣に考えまし

た（支部ニューズレターNo.16,2013参照）。また年次大会

2012の金沢開催では大会委員長を務め、岩田佳雄実行委員

長（現支部長）と共に、大会の企画、準備に苦労した思い

出がつい最近のことのように思い出されます。 

一方、最近の日本のものづくり力の弱体化を目の当たりに

するにつれ、常にその中心的役割を担ってきた本会の再

生、活性化について、大いなる期待を寄せています。最

近、名誉会員からの一言として学会誌昨年 12 月号（第

120 巻 1189 号 p47）に拙文を寄稿したので、ご一読いた

だけると有難く思います。末筆ながら北陸信越支部の弛ま

ぬ発展を祈念し、お礼のメッセージとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貢献賞 

支部貢献賞を受賞して 

山崎 光悦 (金沢大学) 

2018 年度（第 23 回）北陸信越支部賞募集のお知らせ 
  
 北陸信越地区における機械工学・機械技術の振興と支部事業の発展、学生会活動の活性化を目的として創設された
支部賞の第 23 回の募集を下記の要領で行います。奮ってご応募（自薦、他薦）下さい。 
 

応募要領 
【支部賞の種類と対象，件数】 

■技術賞：企業などにおける技術開発・製品開発あるいは長年にわたる技術を通して北陸信越地区の機械工業上著
しい功績のあった個人または団体、2 件以内に授与します。 

■貢献賞：支部活動を通して支部事業の発展や機械工学・機械工業に著しく貢献した個人・団体１件に授与します。 
■優秀講演賞：支部主催の学術講演会において発表された研究論文の内、優れた研究成果を修め、かつ優秀な講演
発表に対して授与します。なお、学生に対する優秀講演賞は、日本機械学会フェロー賞（若手優秀講演賞）とし
て授与します。 

■学生賞：学生を主体として支部地区の活動に著しく貢献した学生個人またはグループに授与します。 
１．学生会活動の部：機械学会の広報活動に成果を修めたもの、学生会運営に著しい貢献をしたもの、または支
部地区の各種行事などを通して機械工学・工業の発展に寄与したものの中から概ね１件。 
２．卒業研究発表の部：学生会主催の第 48 回学生員卒業研究発表講演会において発表された研究発表の内、優
れた講演内容に対して 10 件程度。 

 
【受賞資格】 

■技術賞・貢献賞：原則として北陸信越支部に所属する正会員または特別員とします。 
■学生賞：北陸信越支部所属の学生員とします。 

 
【応募要領】 
 ■技術賞・貢献賞：応募は第三者の推薦または当事者の申請によるものとし、所定の様式による支部賞申請・推薦

書を提出して下さい。 
 ■学生賞学生会活動の部：各会員校１件を限度に所定の様式による支部賞推薦書を提出して下さい。 
  応募書類は下記支部 HP よりダウンロード、あるいは支部事務局宛に必要部数をお申込み下さい。 

 
【選考方法】 

■技術賞・貢献賞・学生賞学生会活動の部：受賞者の選考は、北陸信越支部賞選考委員会が応募書類に基づいて行
い、支部幹事会で決定します。 

■優秀講演賞・学生賞卒業研究発表の部：応募制はとらず、講演会における座長および聴衆のアンケート採点結果
をもとに選定します。 

 
【応募締切】 
  2018 年 10 月 19 日（金）必着 
 
【応募申込および問合せ先】 
 〒920-1192 金沢市角間町 金沢大学 理工学域 機械工学類内 
 日本機械学会北陸信越支部事務局 支部賞選考委員会宛 
電話・FAX 076-234-4668 E-mail jsme-hs@se.kanazawa-u.ac.jp URL http://www.jsme.or.jp/hs/ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北陸信越学生会では支部地区の 10 大学 6 高専の学生が

主体となり運営がされている。以下に、2017 年度の主要な

学生会の活動について報告する。 

 

1．幹事校会および総会の開催 

第 1 回目の幹事校会は、2017 年 7 月 29 日(土)に委員長

校である福井工業大学福井キャンパスにおいて会員校運営

委員 21 名、幹事および顧問教員 2 名の計 24 名で開催され

た(図-1)。会議では、会議に先立ち出席者の自己紹介、平成

29年度委員長および書記(両名とも福井工業大学学生)の選

出を行なった。その後、(1)平成 28 年度事業報告および決

算報告、(2)平成 29 年度事業計画、(3)平成 29 年度メカラ

イフの世界展について、(4)学生員卒業研究発表講演会(於 

福井工業大学 福井キャンパス)、(5)平成 29 年度予算案、

(6)次年度委員長校および各県幹事校、(7)委員長校会につ

いて が確認された。またその後、(8)平成 28 年度メカラ

イフの世界展の実施報告がなされた。 

 以上の報告の後、学生会活動をより魅力的にする方策に

ついて、会員校運営委員で話し合いがもたれた。昨年度か

ら、学生員卒業研究発表講演会の折りに企業の若手エンジ

ニアの方と学生の交流が行われており、それを評価する意

見が多数寄せられた。 

 幹事校会の後、交流会を開いた。交流会には、10名が参

加し、和やかな雰囲気の中で、各校における学生会活動の

取り組みや学生会活動に関する意見交換などが行われ親睦

と交流を深めた。 

 第 2 回目の幹事校会は、学生員卒業研究発表講演会の開

催日(2018 年 3 月 2 日)に行われた。会員校運営委員 21 名

と幹事が参加した。そこでは、発表講演会の状況報告と発

表講演会の運営にあたり協力の要請と説明がなされた。 

2．第 1回学生委員会への参加 
 年次大会の開催期間中(2017 年 9 月 5 日)に、年次大会の
会場である埼玉大学において、各支部の学生会委員長が集
まる委員長会が開催された。本支部から委員長の学生が参
加し、研究内容の紹介と本支部での活動状況を報告した。
また、会員増強の方策や学生会活動の活性化について意見
交換がなされた。 

 

3．メカライフの世界展の開催  

 当年度のメカライフの世界展は表-1に示す 5校で開催さ

れた。表-1 に各担当校の開催日、テーマ名および参加者数

を示す。 

 また、図-2 から図-6 にかけて、各担当校で開催されたメ

カライフの世界展の実施風景を示す。各校ともに、小中高

校生および保護者の参加があり、機械工学の魅力とものづ

くりの楽しさを伝える機会となった。 

 

表-1 2017 年度 メカライフの世界展 

学校名 開催日 テーマ名 参加者数 

金沢工大 7.15～16 3D-CAD による

設計体験と 3D

プリンタによる

ものづくり講座 

78 名 

長岡技科大 9.16～17 機械工学の世界

へようこそ 

約 100 名 

信州大 10.7 スカベンジャー

ロボット製作教

室 

10 名 

福井工大 10.8～9 ものづくりとロ

ボット(3D プリ

ンタによるロボ

ット製作と実

演) 

約 80 名 

富山高専 11.11～12 ものづくりの魅

力 

約 200 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸信越支部学生会機関紙白眉  2017 年度版 

北陸信越学生会の活動 

北陸信越支部学生会担当幹事 

山下 清隆(福井工大 教授) 



4．学生員卒業研究発表講演会 

 第 47 回学生員卒業研究発表講演会が 2018 年 3 月 2 日

(金)に福井工業大学福井キャンパスにおいて開催された。

発表件数は 141 件、参加登録者数は 233 名であった。参加

登録者数には、シニア会員 5名および学生会運営委員 21 名

が含まれている。講演会は、過去 2 年間で行ったポスター

発表形式が好評であったことから、これを受け継ぎポスタ

ー発表形式とした。 

 ポスター発表(図-7および図-8)の時間は前年度と同様に

40 分とし、午前に 40 件の発表講演があるセッション 1 を

行なった。午後は約 50 件の発表(前後半 25 件程度)のセッ

ション 2 およびセッション 3 を行なった。前年度までと同

様、学生間で活発な意見交換が行われていることが非常に

印象に残っている。 

 また、過去 2 年間の流れを踏襲し、ポスター発表と平行

して企業展示(図-9 および図-10)を行なった。北陸信越地

区の域を超えて、11 件の企業に企業展示に参加頂いた。受

付、企業展示、ポスター発表会場が 1 つの会場にセッティ

ングできるよう学生ロビーを活用出来たため、企業と学生、

学生間の意見交換が密に行われたと感じられた。企業展示

を頂いた企業の中から 5名のエンジニアの方に、「企業が求

めるエンジニアとは」と題して就職活動を控えた学生に向

けてプレゼンを行なって頂いた。約 50 名の学生が参加し、

開発現場のエンジニア像やエンジニアの気質などの話に、

学生が真剣な眼差しで聞き入っていたことが印象的であっ

た。 

 その後、学生会総会が行われ、2017 年度の学生会活動の

紹介がなされた。その後、学生会活動の課題や改善点につ

いての意見交換がなされた。この場でも、企業展示および

企業プレゼンに関して学生の関心は高く、今後も継続して

実施するべきであるとの意見が多く寄せられた。また、メ

カライフの世界展の実施について、より実質的で効果的な

開催方法が出来ないのか今後の検討課題とすることになっ

た。 

 総会に引き続き、交流会(図-11)が開催され卒業研究発表

講演会講演者、学生会運営委員および教員など約 60 名が参

加し、懇談が持たれた。 

 本講演会では各校からの運営委員が、当日の企画の進行、

ポスター発表審査員、講演学生との議論を率先して行って 

 

くれました。また、公益財団法人 福井観光コンベンション

ビューロから本会開催にあたり助成金を頂いたこと、学校

法人金井学園から施設とスタッフの提供を頂いたことを述

べさせて頂きます。実行委員、運営委員、審査員をはじめ、

多くの皆様の協力のもと、無事に本会が開催できましたこ

とに感謝の意を表します。 

 

5．学生賞について 

 学生賞は、学生を主体とした支部地区の活動に著しく貢

献した学生個人またはグループに授与されるものである。

今年度の学生賞(学生会活動の部)は以下のものに決定され

た。 

 

・活動名：福井大学フォーミュラカー製作プロジェクトに

おけるものづくり活動 

受賞者：小原怜大、南部雅貴（福井大学） 

 

また、学生賞(卒業研究発表の部)は 10 件の優秀なポスタ

ー発表を行なった講演者に贈られた。 

 

6．学生会活動のこれから 

 前学生会幹事(義岡先生、石川工業高等専門学校)から引

き継ぎをさせて頂いた状況は、これまでの財政健全化策(企

業展示による収入、登壇料の有料化)のため、安定的な運営

黒字化が実現され、それが次年度の繰越金にも反映されつ

つある時期であった。今年度もその流れが継続できたので

はと考えている。 

今年度の卒業研究発表講演会での発表者は昨年の金沢に

比べ減少したものの、多くの発表件数があった。これは、昨

年、義岡先生が分析されているように活発なポスター発表

が学生員に好意的に受け取られていることが一因であると

思われる。会員校運営委員からは、他校との交流、会員情報

誌や企業見学などの意見がでていたが、今後の検討課題と

なってしまった力不足をお詫びしたい。 

 最後に、本年度の学生会活動にあたり運営委員、顧問教

員をはじめ多くの方にご協力頂きました。感謝申し上げま

す。 

 

 

 



 

 

 

北陸信越支部では２年前にシニア会の活動をスタート致し

ました。人生 100 歳時代を迎え、シニア世代が何等かの形

で自らの知識や経験を生かして企業や社会に”貢献すべき

では？”とのご指摘を頂く事が屡々あります。多少のお世

辞が有るにしても、機械工学を背景とし、関連する種々の

知見、知識に基づくシニア会員のアドバイス等は間違いな

くその効果が期待され、加えて、人材としての考え方では、

フリーランスの形態も或る面で参考になりそうであること

も指摘を頂きました。例えば、財務や生産管理等経営面で

の知識に詳しい人材は定年退職後も、アドバイザーとして

企業からの引合いが多いとの事例紹介も頂きましたが、シ

ニア会の場合には、様々な面でセーフティネットに不安を

感ずる場合も予想され、慎重な対応が必要なようです。シ

ニア会員への協力要請や知識提供等の申し込みがあり続け

るには、会員自らの技能や経験で得た知識等が陳腐化しな

い様に磨き続け、新たな学びの場を機械学会が検討してみ

るのもシニア会の活性化に貢献し得る事と思います。惜し

いことに現状では、幾つかの試みが浮上しても本学会の規

定に沿わないケースや希望する事業等の実施可否の検討に

時間を要するケースもあり、前に進み難い状況も見られま

す。 

 地域社会が抱える問題解決が可能と思われる案件は少な

くありません。例えば、地域社会にとって切実な問題でも

ある若者の起業・創業に関わる技術的支援や関連する起業

セミナー等での講師としてのサポート、可能性を引き出し

て変わろうとする地元企業へのアドバイザーとしての役割

り等が期待されています。同時に地域企業の活性化に関し

てマーケットインの発想を学び、目的が明確でニーズに適

した製品販売での AI 活用、地域の金融機関や基幹病院等か

ら構成される”産学官金院”連携等による付加価値の高い

製品づくり等で活性化を目指すための強力な助っ人集団的

存在として”お役に立てるシニア会”を目指して参ります。 

終わりに北陸信越支部シニア会への入会申し込みをご考慮

下さる様お願い申し上げます。 

 

2018 年度シニア会活動紹介 

●シニアアドバイザー活動

開催日 会議・行事名 会    場 活動概要 

2018.3.2 第 47 回卒業研究発表講演会シニアアドバイザー活動 福井工業大学 優秀講演賞選考 

2018.3.3  第 55 期総会・講演会シニアアドバイザー活動 福井工業大学 優秀講演賞選考 

※次回卒研発表会、総会・講演会は 2019 年 3 月 1 日（金）～3月 2日（土）に富山大学で開催予定です。 

皆様奮ってご参加下さい。 

 

●各県行事予定（他県行事もご参加頂けます） 

長野 

2018.4.14 第 5 回テクノサロン 信州大学繊維学部 会員の相互理解・会員の活動発表 

2018.9.1 長野県会員懇談会兼第 6 回テクノサロン 信州大学繊維学部 
各県活動報告，事業計画,役員，会

員の相互理解・会員の活動発表 

2018.6.30-7.1 科学の祭典 2018 信州大学農学部 教室開催、ジュニア会友募集 

2018 年 8 月 キッズサイエンス（仮） 長野市 教室開催、ジュニア会友募集 

2018.11 月- 

2019.3 月 

小中学生を対象としたロボット製作教室と

ロボット競技会の後援（計 8 回） 

軽井沢中央公民館 

佐久情報センター 

ロボットの製作と改善・改良につい

ての指導と補助，ジュニア会友募集 

2018.12 月 第 7 回テクノサロン 未定 会員の相互理解・会員の活動発表 

新潟 

2018.6-10 月 新潟県会員懇談会 未定 各県活動報告，事業計画,役員 

2018.4-12 月 
市役所訪問、小中学校への科学技術知

識普及、技術相談受付 
未定   

2018.8.5 子供理科工作・実験教室 
長岡市 まちなか 

キャンパス 

小学校中高学年向け「コマはどうし

て倒れないの」 

富山 
2018.6-10 月 富山県会員懇談会 未定 各県活動報告，事業計画,役員 

  サポート情報交換会（仮名） 未定 中小企業支援情報交換 

石川 
2018.5.19 小松大学見学会 小松大学 小松大学見学，会員の相互理解 

2018.6-10 月 石川県会員懇談会 未定 各県活動報告，事業計画,役員 

福井 
2018.5.19 小松大学見学会 小松大学 小松大学見学，会員の相互理解 

2018.6-10 月 福井県会員懇談会 未定 各県活動報告，事業計画,役員 

シニア会 

北陸信越支部シニア会が目指すところ 

第３期シニア会運営委員長 
原 利昭((公財)新潟市産業振興財団) 

シニア会に入会のご案内 
シニア会は 60 才以上の機械学会会員様であればご入
会頂けます。55才以上の方でも希望されれば入会可
能です。ご入会は随時承っておりますので皆様お気
軽にご入会下さい。 
 
【シニア会入会方法】 
・支部ＨＰシニア会よりお申し込み下さい。 
（http://www.jsme.or.jp/hs/09_senior.html） 



 
■第 55 期総会・講演会 
 2018 年 3月 3日、福井工業大学福井キャンパスで開催。 
講演件数 200 件，参加者数 314 名 

 

■第 55 期総会・第 57 回商議員会 
１．第 55 期（2017 年度）事業報告，会計報告 
２．第 56 期商議員および支部役員の承認 
３．第 56 期（2018 年度）事業計画および予算の審議 
４．シニア会報告 
５．北陸信越支部賞贈呈 
６. 2017 年度学生員増強功労者表彰 
７．北陸信越支部賞（技術賞）の紹介 
 
■学生員増強功労者（2017 年） 

表彰校 表彰区分 

富山大学工学部 機械システム工学科 機械知能システム工学科

  
1 

新潟大学工学部 機械システム工学科 2 

長野工業高等専門学校 機械工学科 2 

福井工業大学工学部 機械工学科 2 

富山県立大学 機械システム工学科 2 

富山県立大学大学院 工学研究科機械システム工学専攻 3 
 

福井大学 大学院工学研究科 機械工学専攻 3 

金沢大学 4 

 
*表彰理由 
1：30名以上の学生員が入会した機械工学関連学科または機械工学関連
専攻 

2.現在の入学定員の20％以上の学生員が入会した機械工学関連学科 
3：現在の入学定員の40％以上の学生員が入会した機械工学関連専攻 
4.複数の学科，専攻の合算により30名以上の学生員が入会した学校 
 

■第 56 期支部役員 

担  当 氏  名 所  属 
支部長 岩田佳雄 金沢大学 

副支部長(兼新潟県幹事) 渡辺英人 ユニオンツール（株） 

庶務幹事(兼石川県幹事) 立矢 宏 金沢大学 

会計幹事(兼石川県幹事) 小松崎俊彦 金沢大学 

学生会担当幹事(正) 真田和昭 富山県立大学 

学生会担当幹事(副) 倉橋貴彦 長岡技術科学大学 

長野県幹事 河村 隆 信州大学繊維学部  

〃 浅野康彦 セイコーエプソン（株） 

新潟県幹事 鈴木正太郎 長岡技術科学大学 

富山県幹事 岩井 学 富山県立大学 

〃 北村 耕作 （株）キタムラ機械 

石川県幹事 金子義幸 高松機械工業（株） 

福井県幹事 旭吉雅健 福井大学 

     〃 加藤敏彦 （株）松浦機械製作所 

■第 55 期（2017 年度）実施行事一覧 

月  日 行 事 内 容 開催県 

2017 年 3 月 8 日 第46回学生員卒業研究発表講演会 石川 

 3 月 9 日 第54期総会・講演会 石川 

 5 月 21 日 特別講演会 ＭＥＸ金沢2017開催記念セミナー「省エネルギーへの取組み」～購入電力半減活動～ 石川 

 7 月 1 日 特別講演会「生体情報のモニタリングと見える化、そしてPPK」 石川 

 7 月 26 日 特別講演会「構造材料の疲労強度と機器信頼性の向上について」 新潟 

 10 月 13 日 特別講演会「材料表面技術講演会」 長野 

 10 月 13 日 特別講演会「高度化した自動車部品を支える生産技術の進化」－究極のものづくりを目指して－ 福井 

 10 月 17 日 特別講演会「実践！３Dプリンタ入門in富山大」 富山 

 10 月 20 日 講習会「科学英語の書き方とプレゼンテーション」 富山 

 11 月 13 日 特別講演会「人工衛星の熱設計と熱制御材料（熱制御デバイス）について」 新潟 

 11 月 15 日 特別講演会「利用拡大に向けた樹脂特性と成形プロセス適合化技術とICCの取り組み」 石川 

 12 月 20 日 特別講演会「ロボット導入に関する技術講演会」 福井 

 12 月 22 日 特別講演会「射出成形新技術講演会」 長野 

2018 年 1 月 15 日 特別講演会「ロボット開発とロボットビジネス〜中越沖地震から10年 ロボットは何処に向かうのか？」 新潟 

 1 月 19 日 特別講演会「ボイラ水処理技術講演会」 長野 

 
1 月 30 日 

特別講演会「テクノロジーの完成未来の感性 

～ものづくり系女子の総務省「異能vation」本採択プロジェクトから～」 
石川 

 

■日本機械学会へのメーリングリスト登録のお願い 

日本機械学会は、電子メールアドレスの登録をされている会員に対して、所属支部や登部門のインフォメーションメールをお

送りしております。電子メールでしか配信されない情報もありますので、大事な情報を見逃さないためにもご登録くださいま

すようお願いします。詳しくは http://www.jsme.or.jp/hs/mail-list.htm をご覧ください。 
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